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１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。
１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくります。
１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくります。
１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。
１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。
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あけましておめでとうございます

今
年
は
午
年

７

丶

二
年
は
午
年
で

平

成

す
。
馬
は
、
人

間
と
意
思
の
か
よ
う
家
畜

と
し
て
、
昔
か
ら
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
利
口
な

動
物
と
い
う
わ
け
で
す
。

で
も
最
近
は
、
馬
を
見

か
け
る
こ
と
が
少
な
く
な

り
ま
し
た
。
八
万
二
千
頭

Ｊ

こ
れ
は
、
日
本
で
飼

わ
れ
て
い
る
馬
の
一
番
最

近
の
数
で
す
。
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
乗
馬
用
で
、
農
耕
馬
、

ば
ん
馬
（
荷
を
引
か
せ
る
馬
）

な
ど
は
少
数
派
で
す
。
ち
な
み

に
牛
は
、
肉
牛
、
乳
牛
を
中
心

に
約
四
百
七
十
万
頭
が
飼
育
さ

れ
て
い
ま
す
。

人
類
が
馬
を
家
畜
と
し
て
飼

い
始
め
た
の
は
、
牛
よ
り
も
遅

く
、
紀
元
前
四
千
年
ご
ろ
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今

日
ま
で
、
運
搬
用
、
農
耕
用
、

乗
馬
用
は
も
ち
ろ
ん
、
戦
争
や

狩
猟
に
も
馬
は
登
場
し
ま
す
。

馬
と
人
間

ゝ
了
つ

し

て

と
の
密
接

な
間
柄
を
反
映
し
て
、
馬
に
つ

い
て
の
諺
や
漢
字
が
豊
富
で

す
。「
馬
が
い
な
な
く
と
、
天

気
が
よ
く
な
る
」
と
か
、「
馬

が
は
ね
る
と
雨
に
な
る
」
と
い

う
地
域
が
あ
る
か
と
思
え
ば
、

一
方
で
は
「
雨
に
な
る
」
の
で

な
く
「
晴
れ
る
」
と
、
反
対
の

意
味
を
言
う
地
方
も
あ
り
ま

す
。
馬
と
人
間
と
の
関
係
、
そ

の
地
域
の
気
候
条
件
な
ど
の
違

い
に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う
。

｀
い
用

の
つ
く
文
字
も
い
ろ

馬

偏

い
ろ
あ
り
ま
す
。駅
、

駐
車
場
な
ど
は
現
代
で
も
重
要

な
交
通
用
語
で
す
。
か
つ
て
馬

が
活
躍
し
た
時
代
が
し
の
ば
れ

ま
す
。

「
驚
」
は
、
馬
が
前
足
を
上
げ

て
、
後
ろ
足
で
立
ち
、
上
向
く

意
味
で
、
驚
い
た
と
き
、
こ
の

よ
う
な
姿
勢
に
な
り
ま
す
。

「
騒
」
は
、
馬
が
た
く
さ
ん
寄

り
集
ま
る
こ
と
で
、
そ
れ
が「
騒

が
し
い
」
の
意
味
に
な
り
ま
し

た
。と
こ
ろ
で
、
初
も
う
で
や
合

格
祈
願
に
奉
納
す
る
絵
馬
は
、

も
と
は
神
社
や
寺
に
馬
を
奉
納

す
る
代
わ
り
に
、
馬
の
絵
を
書

い
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
て
、
今
年
は
馬
カ
ア
乙
フ

し
て
大
い
に
頑
張
り
ま
す
か
、

そ
れ
と
も
馬
耳
東
風
…
…
…
。

マ
イ
ペ
ー
ス
で
の
ん
び
り
い
き

ま
す
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

ウ
マ
く
乗
り
切
り
た
い
も
の
で

す
。

・・・Ｓ 主 な 内 容 ・・

２ 新 年 を 迎 え て

３ 季 節 労 務 者

職 場 訪 問 を終 え て

４ ～ ７ む らの 話 題

お し ら せ

８～ ９ 教 育 だ よ り

１０～１１ 保 健 婦 だ よ り

１２～１３ シ リ ー ズ ⑤

その匍こなればやせられる

１４～１５ 交 母 だ よ り

１６～１７ 税 務 だ よ り

年 金 だ よ り

１８ 戸 籍 の 窓 口



新

し

い

年

を

迎

え

て

村
長
東

出

昇

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
平
成
二
年
の
新
春

を
迎
え
、
村
民
の
み
な
さ
ん
に
、

謹
し
ん
で
お
祝

い
を
申
し
上
げ

ま
す
。
尚
、
平
素
は
村
政
に
対
し
、

深
い
ご
指
導
、

ご
協
力
を
頂
い

て
お
り
ま
す
が
、
特
に
昨
年
は
、

各
種
の
村
制
施
行
百
周
年
記
念

事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

多
大
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
に
対
し
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
の
稲
作
は
、
収
獲
期
に

雨
天
に
見
舞
わ
れ
た
も
の
の
、

豊
作
に
近
い
収
量
が
確
保
で
き

た
も
の
と
存
じ
、
ご
同
慶
に
存

じ
て

い
る
と
こ

ろ
で

あ
り

ま

す
。
ま
た
、
肉
用
牛
の
生
産
農

家
に
あ
り
ま
し
て
も
、
子
牛
の

取
引
き
が
高
価
格
で
販
売
さ

れ
、
生
産
意
欲
が
更
ら
に
増
大

し
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
村
の
基
幹
産
業
で
あ

り
ま
す
漁
業
は
、
当
初
の
期
待

ど
お
り
、
昆
布
漁
も
予
想
を
上

回
る
、
史
上
最
高
の
水
揚
量
と

価
格
の
安
定
に
よ
っ
て
、
漁
家

経
済
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
た
も

の
と
存
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

水
産
加
工
施
設
も
順
調
に
稼
動

し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
原

料
の
安
定
的
確
保
と
、
新
製
品

の
開
発
、
及
び
雇
用
の
拡
大
に

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

さ
て
、
農
林
漁
業
の
振
興
を

図
り
、
村
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
は
、
村
の
基
本
施
策
で
あ
り

ま
す
。
と
り
わ
け
基
幹
産
業
で

あ
る
漁
業
の
振
興
対
策
を
、
積

極
的
に
推
進
し
て
参
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

特
に
、
未
利
用
漁
場
の
開
発

を
図
る
た
め
、
長
浜
沖
を
中
心

に
、
沿
岸
漁
場
整
備
開
発
事
業

（
地
先
型
増
殖
場
造
成
事
業
）

を
、
総
事
業
費
七
億
円
で
、
平

成
二
年
度
を
初
年
度
と
す
る

四
ヶ
年
計
圈
で
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
漁
業
の
生
産
基
盤
で
あ

る
漁
港
整
備
は
、
第
八
次
漁
港

整
備
計
画
に
基
づ
き
、
整
備
を

進
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
化
の
進
展
等
に

伴
っ
て
、
ま
す
ま
す
増
大
し
、

多
様
化
し
つ
つ
あ
る
福
祉
需
用

に
、
適
切
に
対
処
す
る
た
め
に

は
、
行
政
面
で
の
施
策
の
展
開

と
相
ま
っ
て
、
住
民
相
互
の
助

け
合
い
の
精
神
に
基
づ
き
、
自

主
的
、
自
発
的
な
地
域
福
祉
活

動
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
特
に

老
人
福
祉
対
策
に
つ
い
て
は
、

在
宅
福
祉
に
重
点
を
置
い
て
、

き
め
緇
か
な
施
策
を
講
じ
て
参

り
ま
す
。
更
ら
に
、
身
体
障
害

者
福
祉
、
母
子
福
祉
等
の
対
策

等
に
つ
い
て
も
、
意
を
配
し
て

参
り
ま
す
。

国
道
三
三
八
号
の
整
備
も
、

急
ピ

。
チ
で
進
み
、
昨
年
は
同

路
線
の
難
所
中
の
難
所
で
あ
り

ま
し
た
牛
滝
～
野
平
間
が
、
牛

滝
バ
イ
パ
ス
の
一
部
開
通
に

よ
っ
て
、
大
型
バ
ス
の
通
行
が

可
能
と
な
り
、
地
域
経
済
の
発

展
は
も
ち
ろ
ん
、
下
北
の
観
光

開
発
が
大
き
く
前
進
す
る
も
の

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
村
制
施

行
百
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
建
設
中
の
「
津
軽
海
峡
文

化
館
」
愛
称
「
ア
ル
ザ
ス
」
が
、

こ
の
三
月
上
旬
に
完
成
し
ま

す
。
三
月
二
十
四
日
に
、
村
制

施
行
百
周
年
記
念
式
典
と
あ
わ

せ
て
、
同
施
設
の
落
成
式
典
を

挙
行
し
ま
す
。
尚
、
三
月
二
十

三
日
の
前
夜
祭
に
は

。
佐
井
音

頭
”
及
び
。
佐
井
賛
歌
（
追
憶
ブ

の
発
表
会
を
、
同
文
化
館
ホ
ー

ル
で
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
企
業
誘
致
に
つ
い
て

は
、
昨
年
は
「
レ

デ
ィ
ー
ス

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
佐
井
㈱
」
及
び
、

「
豆
一
製
菓
」
の
進
出
に
よ
っ

て
、
地
元
雇
用
の
拡
大
と
相

ま
っ
て
、
過
疎
対
策
を
初
め
、

若
者
の
地
元
定
着
が
、
少
し
で

は
あ
り
ま
す
が
図
ら
れ
つ
っ
あ

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
平

成
二
年
は
匸
旦
一
製
菓
の
規
模

拡
大
、
及
び
平
成
三
年
に
は
、

男
子
型
企
業
の
進
出
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

特
に
平
成
二
年
度
は
、
住
民

の
方
々
の
長
年
の
願
望
と
、
観

光
開
発
に
不
可
決
で
あ
る
温
泉

開
発
に
つ
い
て
、
「
ふ
る
さ
と

創
生
資
金
」
を
充
当
し
て
、
温

泉
探
査
を
含
め
て
温
泉
ボ
ー
リ

ン
グ
を
実
施
す
る
考
え
で
あ
り

ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
村
の
経

済
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
下
に
あ
り
ま
す
が
、
村
民
各

位
の
英
知
を
結
集
し
、
明
る
く

住
み
よ
い
、
潤
い
の
あ
る
村
づ

く
り
の
た
め
、
努
力
を
い
た
し

ま
す
。
平
成
二
年
も
、
村
民
一
人
一

人
が
幸
せ
で
、
最
良
の
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。



季
節
労
務
者

職
場
訪
問
を
終
え
て

本
村
出
稼
労
働
者
を
訪
問
激

励
し
、
安
全
就
労
の
指
導
を
す

る
と
と
も
に
、
今
後
の
雇
用
の

見
通
し
な
ど
の
実
態
を
調
査
し

就
労
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
に

よ
り
、
今
後
一
層
の
安
全
で
明

る
い
就
労
対
策
を
進
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
十
一
月
十
四
日
か

ら
十
六
日
ま
で
職
場
訪
問
を
実

施
し
ま
し
た
。

今
回
訪
問
し
た
会
社
は
、
そ

れ
ぞ
れ
仕
事
上
の
面
で
は
問
題

は
な
く
、
ま
た
、
安
全
対
策
に

お
い
て
は
安
全
会
議
や
健
康
診

断
等
、
各
事
業
所
共
徹
底
し
か

指
導
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
長
關
継
続
就
労
者
が

多
く
、
会
社
側
の
信
頼
も
非
常

に
高
く
、
当
村
の
季
節
労
働
者

の
就
労
ぶ
り
が
う
か
が
わ
れ
ま

す
。建
設
業
、
製
造
業
を
中
心
に

各
業
種
と
も
求
人
の
増
加
は
し

て
い
る
も
の
の
、
高
齢
化
す
る

出
稼
労
働
者
に
対
し
、
採
用
者

の
年
齢
制
限
な
ど
採
用
条
件
に

厳
し
い
面
が
見
ら
れ
る
今
日
、

技
能
資
格
取
得
と
、
同
一
事
業

所
に
就
労
す
る
事
が
望
ま
し
い

き
強
く
感
じ
ま
し
た
。

Ｉ㎜ ・ ■ ■■・ ・ ■

▲ 日 本 舗 道 ㈱

▲福田道路㈱

▲スバル建機工業㈱

・・・・訪 問 事 業 所 ●・・

●日本舗道㈱

畠中徳夫・奥本直文

藤田勝則・荒川良治

三戸 修・山本正典

大畑清栄・若山 弘

金沢晴義・荒川正勝

中村寿蔵・中村栄子

●福田道１飼朱）

福田正勝・磯川廣美

●スバル建機工業㈱

細間直文・大石・保

木下秀吉・大石正義

細間優秀・横浜 浩

横浜幸生・横浜四志－

福田範隆・新田徳治

●細谷土木㈱

内田正勝

●内田組

金井辰蔵・越前定春

舘脇達雄

「

安

全

で

明

る

い

出

稼

ぎ

月

間

」
実

施

中

一
月
一
日
か
ら
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
ヶ
月
問
は
、「
安
全
で

明
る
い
出
稼
ぎ
月
間
」
で
す
。

こ
の
出
稼
ぎ
月
間
は
、
出
稼
ぎ
に
伴
う
諸
問
題
の
発
生
を
未
然

匚
防
止
し
、
出
稼
労
働
者
の
安
全
就
労
と
留
守
家
族
の
不
安
を
除

去
す
る
た
め
実
施
す
る
も
の
で
す
。

○
ス
ロ
ー
ガ
ン

・
安
全
就
労
、
賃
金
支
払
の
確
保

・
事
故
見
舞
金
給
付
制
度
へ
の
加
入
促
進

・
有
給
休
暇
の
普
及
促
進

出
稼
ぎ
就
労
に
当
っ
て
ば
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
事
故
や
病

気
、
賃
金
の
不
払
い
な
ど
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
就
労
前
に
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

Ｏ
「
出
稼
労
働
者
手
帳
」
を
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

○
働
い
た
日
時
、
場
所
な
ど
を
記
録
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
留
守
家
族
と
よ
く
連
絡
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

○
退
職
す
る
日
を
、
早
目
に
事
業
所
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

○
事
故
や
賃
金
不
払
の
と
き
は
、
す
ぐ
労
働
基
準
署
が
青
森
県
県
外

事
務
所
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。



むらの情報を広く掲載いた

します。

身近な情報がありましたら、

総務課まで連絡ください
Ｏ

国
道
三
三
八
号

牛
滝
バ
イ
パ
ス
一
部
開
通

昭
和
五
十
七
年
に
国
道
に
昇

格
し
て
以
来
、
着
々
と
整
備
が

進
ん
で
い
る
国
道
三
三
八
号
の

中
で
も
、
難
所
と
な
っ
て
い
た

牛
滝
～
野
平
間
に
、
こ
の
ほ
ど

バ
イ
パ
ス
が
完
成
し
、
十
二
月

五
日
、
関
係
者
と
地
元
の
み
な

さ
ん
が
出
席
し
て
通
り
初
め
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

完
成
し
た
の
は
、
牛
滝
～
野

平
間
の
一
部
（
丁

八
にｍ
）
で
、

途
中
に
橋
が
五
ヶ
所
か
か
り
、

幅
員
が
七
メ
ー
ト
ル
あ
る
立
派

な
道
路
で
す
。

当
日
は
、
県
議
会
議
員
、
関

係
町
村
長
、
工
事
関
係
者
な
ど

が
出
席
し
て
、
交
通
安
全
祈
願

の
神
事
が
行
わ
れ
、
続
い
て
七

曲
橋
の
前
で
、
開
通
記
念
の
煙

火
を
合
図
に
テ
ー
プ
カ

″
卜
。

牛
滝
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の

演
奏
に
続
い
て
通
り
始
め
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

牛
滝
バ
イ

パ
ス
は
、
平
成
三

年
に
は
、
野
平

の
海
峡
ラ
イ
ン

ま

で
接

続

す

る
、
延

長
四
・

六
にｍ
が
開
通
す
る
予
定
で
、
産

業
経
済
の
重
要
な
動
脈
と
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

青

少

年

育

成

村

民

会

議

＝
会
長
に
竹
内
勇
吉
さ
ん
を
再
任
１

十
二
月
二
日
、
振
興
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
、
関
係
者
約
百

名
が
参
加
し
て
「
青
少
年
育
成

佐
井
村
民
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、

会
長
に
竹
内
勇
吉
さ
ん
を
再
任

し
て
会
議
を
終
え
ま
し
た
。

村
民
会
議
で
は
、
毎
年
青
少

年
育
成
に
功
労
の
あ
っ
た
方
々

を
表
彰
し
て
お
り
、
今
年
は
、

防
犯
指
導
隊
と
交
通
安
全
母
の

会
の
二
団
体
、
そ
し
て
、
自
転

車
操
作
の
誤
り
で
海
中
に
転
落

▲テープカット

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

今
年
も
ま
た
、
長
い
長
い
冬

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
除
雪
作
業
と

い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
ス
ム
ー
ズ

に
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
除
雪
を
行
う

た
め
に
も
、
次
の
こ
と
を
守
り

ま
し
ょ
う
Ｏ

路
上
に
は
駐
車
し
な
い
で

く
だ
さ
い

除
雪
作
業
は
、
降
雪
の
状
況

に
よ
り
、
夜
間
ま
た
は
早
朝
作

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
地

吹
中
の
作
業
は
視
界
も
悪
く
、

非
常
に
危
険
で
す
。
こ
の
た
め

路
上
駐
車
を
し
て
い
る
場
所
は

除
雪
で
き
ず
、
交
通
障
害
の
原

因
に
な
り
ま
す
。

除
雪
車
が
作
業
中
の
場
合

に
は
３０
メ
ー
ト
ル
以
内
に

近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い

除
雪
は
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
、
シ
ョ

ペ
ル
カ
ー
、

グ
レ
ー
ダ
ー
な
ど

で
行
い
ま
す
が
、
死
角
が
大
き

く
、
前
方
１０

メ
ー
ト
ル
以
内
の

位
置
に
入
る
と
見
え
な
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
雪
の
中
に
入
っ

て
い
る
砕
石
、
木
材
、
ガ
ラ
ス

な
ど
が
飛
び
散
る
場
合
を
あ
り

ま
す
か
ら
、
絶
対
に
近
寄
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。

除
雪
作
業
は
「
右
側
走
行

除
雪
」
も
行
い
ま
す

除
雪
車
は
、
風
向
、
道
路
条

件
な
ど
で
、
右
側
を
走
行
し
な

が
ら
除
雪
を
行
う
場
合
も
あ
り

ま
す
。
作
業
中
は
必
ず
「
黄
色
回
転

灯
」
を
点
灯
し
て
走
行
し
て
い

ま
す
。
路
上
で
自
動
車
が
故
障
し

運
転
で
き
な
く
な
っ
た
ら

目
印
に
赤
旗
を
立
て
て
く

だ
さ
い

乗
り
捨
て
ら
れ
ま
す
と
、
地

吹
雪
降
雪
な
ど
で
雪
の
中
の
自



し
た
、
小
学
校
一
年
生
の
児
童

を
、
み
ご
と
な
連
携
プ
レ
ー
で

救
助
し
た
、
佐
井
中
学
校
二
年

生
の
中
郷
尊
博
く
ん
、
奥
本
理

史
く
ん
の
二
人
に
表
彰
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
少
年
の
主
張
で
は
、

佐
井
中
学
校
二
年
生
の
奥
本
良

子
さ
ん
か
ら
「
よ
り
良
い
学
校

を
目
指
し
て
」
、
長
後
中
学
校

三
年
生
の
大
石
由
紀
さ
ん
か
ら

「
勇
気
を
も
っ
て
行
動
し
よ

う
」
、
同
じ
く
長
後
中
学
校
三

年
生
の
滝
本
志
乃
さ
ん
か
ら

「
明
る
く
生
き
て
い
こ
う
」
と

題
し
て
発
表
が
あ
り
、参
加
し
た

人
た
ち
に
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。

続
い
て
、
今
年
「
第
三
回
青

森
県
青
年
の
船
」

に
参
加
し
た

東
出
章
二

さ
ん
、
田
中

明
さ

ん
か
ら
体
験
報
告
が
あ
り
、「
青

年
た
ち
の
航
海
」
の
ビ
デ
オ
を

観
賞
し
な
が
ら
、
航
海
で
得
た

貴
重
な
体
験
な
ど
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
会

長

竹
内
勇
吉
（
再
）

▼
副
会
長

後
藤
重
雄
（
新
）

浜
中
よ
ん
（
再
）

▼
監

事

新
田
常
雄
（
再
）

松
谷
三
枝
（
新
）

恒

例

の

”
と

し

な

几
つ

く

り

＝
老
人
ク
ラ
ブ（
寿
会
）
―

暮
れ
の
事
業
と
し
て
恒
例
と

な
っ
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
（
寿
会
）

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
″と
し
な
″

づ
く
り
が
、
十
二
月
五
日
か
ら

始
ま
り
、
連
日
二
十
名
の
会
員

が
、
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
集

ま
り
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。今
年
は
、
玄
関
用
、
神
棚
用

な

ど
千

四
百

本

を
作

る
予

定

で
、
手
際
よ
く
縄
を
作
る
人
、

飾
り
付
け
る
人
と
流
れ
作
業
で

次
々
と
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

作
業
の
合
間
に
楽
し
い
話
し

が
飛
び
出
し
、
作
業
場
は
笑
い

声
で
い
っ
ぱ
い
。
和
気
あ
い
あ

い
の
中
で
作
ら
れ
る
。と
し
な
”

は
、
商
店
に
卸

さ
れ
た
り
、
家

庭
用
に
売
ら
れ
、
売
上
の
一
部

は
会
の
運
営
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

二

本
一
本
が
手
づ
く
り
の
。
と

し
な
”
を
、
ぜ
ひ
一
度
使
っ
て
み

て
く
だ

さ
い
。」
と
、
寿
会
の

み
な

さ
ん

は
話
し

て

い
ま
し

た
。

▲うまくできた！

▼飾りつけも手際よく ▼青少年育成村民会議

動
車
が
発
見
で
き
ず
、
衝
突
す

る
危
険

が
あ
り

ま
す
。
（
目
印

は
で
き
る
だ
け
高
く
立
て
て
く

だ
さ
い
。）

道
路
に
雪
を
捨
て
な
い
で

く
だ
さ
い

除
雪
車

が
通
っ
た
あ
と
の
残

雪
の
除
雪
に
協
力
し
て
く
だ
さ

い
。道
路
を
広
く
使
い
ま
し
ょ
う

私
有
物
件
（
材
木
・
鋼
材
等
）

を
路

上
に

は
み

だ
し
て

お
く

と
、
除
雪
車
が
衝
突
ま
た
は
、

巻
き
込
み
の
た
め
、
重
大
な
事

故
発
生
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

路
上
で
の
遊
び
は

や
め
よ
う

除
排
雪
の
協
力
方
に
つ
い
て

各
戸
の
前
の
路
上
、
消
火
栓

防
火
水
槽
、
水
道
メ
ー
タ
ー
設

置
場
所
な
ど
の
除
排
雪
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

急
傾
斜
地
の
み
な
さ
ん
に

お
願
い
し
ま
す

最
近
、
急
傾
斜
地
域
に
お
け

る
排
水
溝
が
土
砂
な
ど
で
埋
ま

り
、
排
水
で
き
な
い
場
所
が
あ

り
ま
す
。
融
雪
時
ま
た
は
、
降

雪
時
に
は
、
住
家
へ
の
災
害
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
か
ら
、
地
域

の
み
な
さ
ん
に
清
掃
等
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

除
雪
作
業
に
よ
る
負
傷
、

物
件
破
損
等
が
発
生
し
た

ら
、
速
か
に
そ
の
管
内
土

木
事
務
所
ま
た
は
役
場
建

設
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

物
件
破
損
は
、
発
生
と
同
時

に
、
速
か
に
報
告
が
な
い
と
原

因
究
明
も
困
難
と
な
り
、
保
障

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

除
雪
に
対
す
る
問
い
合
せ
は

む
つ
土
木
事
務
所

容
二
二
－

二

三
一
一

役
場
建
設
課

？

二
八
－

二
一
一
一



ヒ

バ

製

品

を

全

国
に
Ｐ
Ｒ

＝
千
葉
・
幕
張
メ
ッ
セ
＝

十
一
月
二
十
四
日
か
ら
二
十

七
日
ま
で
、
千
葉
県
の
幕
張
メ

ツ
セ
（
東
京
湾
の
埋
め
立
て
地

に
お
目
見
え
し
た
日
本
初
の
本

格
的
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
＝
集
会

施
設
）
で
開
か
れ
た
、
生
涯
学

習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
、
青
森

県

か
ら

は
佐

井
村

だ
け

が
参

加
。
日
本
ふ
る
さ
と
創
生
コ
ー

ナ
ー
に
村

の
特

産
物

を
出

品

し
、
全
国
に
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し
た
。

今
回
出
展
し
た
の
は
、
ヒ
バ

の
ふ
る
さ
と
「
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
」

を
キ
ャ

。
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
村

が
開
発
し
た
ビ
バ
製
品
。
ヒ

バ

の
香

り

が
す

る

ビ
バ
せ
っ

け

ん
、
木
の
香
り
が
眠
り
を
さ
そ

い
そ
う
な
ヒ
バ
ま
く
ら
、
タ
オ

ル
タ
ー
バ
ン
、
ス
ポ
ン
ジ
チ
ー

フ
、
ヒ
バ
木
工
品
な
ど
が
並
べ

ら
れ
、
会
場
に
訪
れ
た
人
た
ち

は
、
佐
井
村
の
コ
ー
ナ
ー
で
ヒ
バ

の
香
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

▼出展したヒバ製品

ヒバせっけんが受賞

こ

の
ほ
ど
韭
発
明
協
会
青
森

県
支
部
（
支
部
長
北
村
正
哉
）

が
主
催
し
て
行
わ
れ
た
第
三
十

一
回
青
森
県
発
明
く
ふ
う
展
に

お
い
て
、
佐
井
村
か
ら
出
品
し

て
い
た
「
ヒ
バ
せ
っ
け
ん
」
が
、

審
査
の
結
果
優
秀
と
認
め
ら
れ

て
、
日
刊
工
業
新
聞
社
八
戸
支

局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

過
疎
ワ
ン
ダ
ー
１８

ザ

ー
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル

ヨ

県
内
に
十
八
あ
る
過
疎
町
村

が
一
堂
に
会
し
て
、
古
く
か
ら

あ
る
伝
統
芸
能
と
意
気
込
み

を
、
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

十
一
月
二
十
三
日
、
青
森
市
文

化
会
館
を
会
場
に
、
過
疎
ワ
ン

ダ
ー
１８
ザ

ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

８９
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
昨
年
か

ら
始
ま
っ
た
も
の
で
今
回
が
二

回
目
と
な
り
ま
す
。
佐
井
村
か

ら
は
、
磯
谷
敬
神
会
の
み
な
さ

●，人気をよんだ佐井村のコーナー

海

技

免

状

を

お

持

ち

の

み

な

さ

ん

へ

船
舶
職
員
法
改
正

に
よ
り
、

昭
和
五
十
八
年
四
月
二
十
九
日

以
前
に
海
技
免
状
（
四
級
小
型

船
舶
操
縦
士
）
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
は
、
新
様
式
に
引
換

え

る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

引
換
え

る
こ
と
の
で
き
る
期

間
は
別
表
の
よ
う
に
交
付
を
受

け
た
時
期
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

引
換
え
手
続
き
は
①
海
技
免

状
引
換
え
申
請
書
、
②
写
真
票

③
写

真

一

葉

（
縦
３
ｍ
、

横

３
ｍ

、
無
帽
、
正
面
上
半
身
の

も
の
）
④
現
有
免
状
、
⑤
印
鑑

（
認
印
可
）
を
そ
ろ
え
て
海
運
支

局
の
窓
口
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

所
定
の
期
間
内

に
手
続
き
を

行
わ
な
い
場
合
、
平
成
五
年
四

月
三
十
日
を
も
っ
て
失
効
し
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
大
型
免
状
及
び
一
級

上

二
級
小
型
船
舶
操
縦
士
の
引

換
え
期
間
は
す
で
に
終
了
し
て

い
ま
す
。
引
換
え
を
し
な
か
っ

た
方
は
失
効
再
交
付
手
続
き
を

行
い
、
再
交
付
を
受
け
な
け
れ

ば
そ
の
免
状
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
。
引
換
え
を
し
た
方
、
昭
和

五
十
八
年
四
月
三
十
日
以
降
交

付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
資
格

に
か
か
わ
ら
ず
更
新
が
必
要
で

す
。
忘
れ
ず
に
更
新
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
有
効
期
間
は
、
写



仮
称
「
む
ら
お
こ
し
活
性
化
セ
ン
タ
ー
」
の
名
称
決
定

「

津

軽

海

峡

文

化

館

」

愛

称
（

ア

ル

ザ

ス

）

十
一
月
三
十
日
締
切
を
も
っ

て
、
村
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
募

集
し
て
い
た
、
仮
称
「
む
ら
お

こ
し
活
性
化
セ
ン
タ
ー
」
の
名

称
に
つ
い
て
、
二
十
三
名
の
方

か
ら
応
募
い
た
だ
き
、
十
二
月

十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
「
し
お

さ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議

会
」
で
協
議
し
た
結
果
、
正
式

名
称
が
「
津
軽
海
峡
文
化
館
」

愛
称
ア
ル
ザ
ス
と
決
定
し
ま
し

た
。尚
、
審
査
の
結
果
、
優
秀
作

品
と
し
て
次
の
方
々
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

▼
特

選

成
田
靖
子
さ
ん

「
海
峡
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
」

ア
ル
ザ
ス

▼
準
特
選

福
田
梅
吉
さ
ん

「
津
軽
海
峡
佐
井
文
化
館
」

ん
に
よ
る
「
磯
谷
の
狐
踊
り
」

が
出
演
。
県
内
か
ら
訪
れ
た
約

子
五
百
人
の
観
客
か
ら
盛
ん
な

拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

▼人気のあった「磯谷の狐踊り」

真
左
下
の
有
効
期
間
起
算
日
か

ら
数
え
て
五
年
間
で
す
。
更
新

の
申
請
は
期
間
満
了
日
の
一
年

前
か
ら
受
付
で
き
ま
す
。

手
続
き
そ
の
他
詳
し
い
こ
と

は
、
東
北
運
輸
局
青
森
海
運
支

局
（
青
森
市
青
柳
一
丁
目
一
番

二
号
）
昔
○
一
七
七
－

七
六
－

二
六
コ

一
へ
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

１９９０年

世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
二

年
二
月
一
日
現
在
で
「
全
国
の

農
家
、
林
家
な
ど
を
対
象
に
、

「
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」

を

実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
農

林
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

最

も
基

本
的

な
統
計
調

査
で

す
。
調
査
の
結
果
は
、
国
や
地

方
公
共
団
体
を
は
じ
め
、
各
方

面
で
農
林
業
施
策
推
進
な
ど
の

基
礎
資
料
と
し
て
広
く
利
用
さ

れ
ま
す
。

一
月
下
旬
頃
か
ら
調
査
員
が

お
伺

い
し
て
、
農
林
業
の
経
営

状
況
な
ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ご 寄 付

ありがとう

ございます

・佐井小学校児童用図書購入

費として、大阪府在住の対馬

祥全さんから、３０万円寄付さ

れました。

・村制施行百周年記念事業に

対し、電源開発㈱大間原子力

総合立地事務所（所長宮本忠

男）から３００万円寄付されま

した。

・村制施行百周年記念事業に

対し、函館市在住の磯川千代

太郎さんから、５０万円寄付さ

れました。

以上のみなさんの好意に感

謝し、それぞれの目的のため

活用していきます。



赦
育
だ
よ
う

退
任
に
あ
た
り

前
教
育
委
員
会
委
員
長

竹

内

勇

吉

こ
の
度
、
諸
般
の
都
合
に
よ

り
ま
し
て
、
去
る
十
二
月
二
十

六
日
付
け
で
、
佐
井
村
教
育
委

員
の
職
務
を
全
う
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
想
え
ば
、
昭
和
四
十

年
十
二
月
、
故
渡
辺
村
長
さ
ん

の
要
請
で
教
育
委
員
を
拝
命
し

て
以
来
、
二
十
四
年
に
亘
り
教

育
行
政
に
関
わ
り
を
も
ち
ま
し

た
こ
と
は
、
誠
に
貴
重
な
体
験

で
あ
っ
た
と
存
じ
ま
す
。
浅
学

非
才
な
私
に
と
り
ま
し
て
、
今

日
ま
で
、
ど
う
に
か
職
責
を
全

う
で
き
ま
し
た
の
も
、
偏
え
に

住
民
各
位
の
御
協
力
並
び
に
先

達
の
御
教
示
を
は
じ
め
、
関
係

機
関
の
あ
た
た
か
い
御
支
援
が

あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
と
思
い
ま
し

て
、
深
謝
す
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。
住
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
の
皆
様
に
衷
心
よ
り

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
し
て
退
任

の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
親
と
子
の
体
力
づ
く
り
」
で

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を

日
常
生
活
の
中
で
、
親
と
子

が
一
緒
に
遊
び
、
運
動
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
基
礎
体
力
の
向

上
と
、
精
神
的
つ
な
が
り
を
一

層
深
め
、
明

る
く
健
康
な
家
庭

を
築
く
こ
と
を
目
的
に
、
こ
の

ほ
ど
「
親
と
子
の
体
力
づ
く
り
」

が
、
保
育
所
の
子
供
た
ち
を
対

象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
農
業
研
修
セ

ン
タ
ー
に
は
、
普
段
は
仕
事
で

忙
し
い
と
い
う
お
母
さ
ん
た
ち

も
、
今
日
は
一
緒
に
と
三
十
人

が
参
加
。
子
供
た
ち
も
、
目
を

輝
か
せ
、
長
時
間
あ
き
る
こ
と

も
な
く
、
お
母
さ
ん
と
の
ふ
れ

あ
い
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

中
に
は
、
自
分
の
お
母
さ
ん

と
で
な
け
れ
ば
「
イ
ヤ
ー
」
と

い
う
子
も
み
ら
れ
ま
し
た
が
、

ほ
ほ
え
ま
し
い
親
と
子
の
つ
な

が
り
を
見
せ
た「
体
力
づ
く
り
」

と
な
り
ま
し
た
。

▼親と子の体力づくり

佐

井

村

中

央

公

民

館

選

俳

句

（
新

年

）

西
谷

豊
彦

い
つ
の
間
に
年
齢
重
ね
け
り
午
六
つ

初
凪
や
百
年
の
碑
は
夕
陽
背
に

村
興
す
潮
騒
城
に
初
日
影川

岸
キ
ヨ
子

句
読
点
打
っ
て
輝
け
老
の
春

初
茜
若
者
よ
り
の
便
り
来
る

初
鏡
着
飾
り
で
行
く
船
の
旅

島
野

房
子

限
り
な
く
友
と
語
り
て
年
惜
し
む

絶
え
果
て
て
心
残
り
の
賀
状
か
な

新
玉
の
年
迎
え
け
り
今
朝
の
春

泉
田
タ
ツ
子

玄
関
を
開
け
て
迎
え
る
初
神
楽

初
詣
鈴
の
音
響
く
宮
の
森

孫
か
ら
の
年
賀
飽
か
ず
に
読
み
返
し

田
名
部
ヒ
サ

本
陣
跡
年
輪
刻
む
松
の
春

き
ら

二
ぞ
こ
と
し

燈
台
の
灯
は
煌
め
け
り
去
年
今
年

年
毎
に
賀
状
減
り
ゆ
く
齢
と
な
り

立
枯
れ
し
蓬
に
止
ま
る
初
雀

石
戸
美
矢
子

若
水
を
汲
め
ば
一
鳴
き
鶏
の
声

初
風
呂
や
レ
モ
ン
の
香
り
満
ち
い
た
り

田
の
神
の
帰
り
し
後
の
初

霰

上
山

実

孫
よ
り
の
絵
賀
状
二
枚
今
朝

の
春

獅
子
舞
の
鋭
き
瞳
年
明

く
る

去
年
今
年
百
周

年
の

刻
き
ざ

む

初
日

さ
す
水
田
浄
く
凍

り
い
る

木
村

さ
ち
子

磊
落
な
親
友
の
賀
状
の
小
さ

き
文

字

く
る
み
絵
の
八
幡
駒
添
え
師
走
文

ふ
っ
く
ら
と
薇
戻
し
年
暮

れ
る

さ
さ
や
か
に
友
と
語
ら

う
年
忘

れ

大
石

健
次
郎

初
ひ
か
り
連
山
の
嶺

を
浮
き
正

し

初
神
楽
遠
く
夜
灯
飾

り
く
る

粗
書
き
の
多

く
な
り
た
る
師
走
末

翻
り
散
っ
て
ま

た
寄

る
初
雀

短

歌

上
山

実

刃
物
も
て
削

が
れ
し

如
き
梅
の
芽
よ

茶
の
間

に
活

け
て

年
改
ま
る

初
日
影

ダ
ム
の
湖
水
に
映
え
る
と
き

動
き
初

め
け
る
水
鳥
の
群石

戸
美
矢
子

正
月
の

三
ヶ
日
こ

そ
和
服
で
と

思

い
め
ぐ

ら
し
衣

紋
竹
拭
く

渦
巻
し
世
相

の
流
れ
に
身
を
置
き
で

強
く
生

な
む
誓

い
新
た
に

俳

句

（
宮
城
県
加
美
郡
へ
）
中
谷

サ
ツ
ヱ

は
る
ば

る
と
宮
城
の

赴
任
地
雪
積
も
る

上
山

実



佐 井 村 村 制 施 行 １ ０ ０ 周 年 記 念

タ イ ム カ プ セ ル
ー ２１世 紀 へ の 夢 －

・・１●
１ 月 ３ １ 日 締 切 ●

Ｉ・・・・

過日、全戸配布しました「２１世紀への夢メッセージ」 はお書 きになりまし

たか？

百周年記念事業の一環として、今日の村の姿 を後世に残すとともに、村の

将来に期待する意味で、希望者を対象にメッセージを募集していますので、

提出くださるようお願いします。

佐
井
村
村
制
施
行
百
周
年
記
念
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

２１

世

紀

へ

の

夢

埋
設
一
九
八
九
年

開
封

二
〇
三
九
年

１地区学級のおしら仆

福浦地区
１１月２７日 開級式
１２月４囗 絵画教室
１２月５日 ク
１月１０日 スポーツ教室
２月７日 農事教室
２月１４日 納税教室
２月２０日 ふるさと教室
３月上旬 舞踊教室
３月１２日 閉級式
原田地区
９月５日 講演会
１１月４日 見学研修会
１１月２６日 料理教室
１１月２６日 開級式
２月上旬 漬物教室
２月中旬 郷土芸能教室
２月下旬 川目地区交流会
３月上旬 手芸教室
３月中旬 閉級式
川目地区
７月９日 運営委員会
７月１０日 スポーツ教室
７月１８日 盆踊り教室
８月１５日 ネブタ運行
８月１５日 スポーツ教室
８月２７日 視察俑ニイ｜参会
９月上旬 芸能教室
１０月中旬 教養教座
１１月中旬 健康教室
１１月下旬 開級式
１２月上旬 ビデオ教室
１月中旬 着付け教室
１月下旬 木彫り教室
２月上旬 原田地区交流会
２月中旬 木彫り教室
３月上旬 木彫り教室
３月上旬 閉級式

白

き
も
の
松

に
一
風

初
景

色

西
谷

豊
彦

鱈
を
呼

ぶ
祈

願
祭
で

の
廻

し
酒

床
暖
を

わ
が
も
の
に
し
て
寝

る
仔

猫

冬
花
火
鳴
り
新
橋
の
渡
り
初
め

木
村
さ
ち
子

朝
刊
の
隔
濡
れ
て
お
り
秋
の
雨

小

春
空
父
と
子
の
声
相
似
た
り

冬
の
バ
ラ
窓
な
き
地
下
の
喫
茶
店

浜
中

よ
ん

今
朝
も
佇
ち
（

手
の
花
に
見
と
り
け
り

冬
日

和
牛

車
に

ゆ
ら
れ
島
め
ぐ

る
（
竹

富
の
島
）

ひ
ら

ざ
ん
ご
しょ
う

凪
小

春
花
展
く
か
と
珊
瑚
礁
（
石
垣
島
）

（
信
濃
路
）
田
名
部
ヒ
サ

秋

空
に
二

景
映
え
し
松
本
城

天

高
し
ア
ル
プ
ス
の
嶺
白
光
す

落

葉
触
れ
目

覚
め
し
鴨
の
目
の
う
ご
き

川

岸
キ
ヨ
子

年
忘

れ
人
の
別

れ
も
悲
し

ま
ず

手

を
振
り
て

見
送
り
人
の
師
走
か
な

川
畑

勲
夫

野

い
ち
ご
の

護
岸

に
垂
れ
し

坂
の
道

蔦
う

る
し
入
陽
の
色
と
競

い
け
り

泉
田

タ
ツ
子

五
六
枚
表
紙

を
め

く
る
初

暦

盲
腸
の
古
傷
痛
む
雪

催

空
翔

け
て
雲

を
真
下

に
冬
の
旅
（
能
登

の
旅
一
句
）

短

歌

川
畑

勲

夫

唇
に
煙
草
の

脂
を
付

け
し
祖
母
の

老
の
顔
見
て

寂
し

く
な
り
ぬ

浜
中

よ

ん

老
連
の
集

い
て
祈

る
み
ち
の

く
の

霊
祭

り
し
き

り
に
風
雨

は
止

ま
ず

（
佐
井
村
別
離
）
中
谷

サ
ツ
ヱ

住
み
馴
れ
て
多
く
を
学
び
し
佐
井
村

の

良
き
人
々
よ
名
残

り
は
惜
し

き

発
つ
時
に
見
送
ら
れ
し
が
人

々
の

顔
の
曇
り
で
頭
を
下
げ
る

見
な
れ
た
る
岩
山
や
家
並
み
通

り
過

ぎ

海
ふ
り
返
り
新
地
へ
急
ぐ

（
中
谷
さ
ん
去
る
）
川
岸
キ
ヨ
子

転
勤
の
決
ま
り
し
友
よ
り
貰

い
来
し

葡
萄
の
挿
木
わ
が
手
に
重
し

旅
立
て
る
友
の
握
り
し
手
の
温
み

離
し
難
か
り
滲
み
く
る
も
の

島
野

房
子

記
念
碑
の
永
遠
に
輝
け
海
峡
の

北
吹
く
風
の
わ
れ
の
ふ
る
里

大
石
健
次
郎

枕
べ
に
雑
然
と
本
積
み
睡
る

若
き
よ
り
の
癖
改
ま
ず
小
さ
き

砦

枕
べ
に
積
み
重
ね
置
く
本
崩
し

時

に
つ
ま
ず

く
老
い
ゆ
く
兆
し

酔
い
く
れ
ば
十
一
二
の
砂
山
唄

い
た
る

亡
父

の
生
涯
海
に
滅
び
ぬ

弁
財

衆
こ
こ

に
至
れ
ば
愛
別
の

情
断

ち
し
い
う
権
現
崎
は

青
濁

り
さ
ざ
波

た
ち

し
十
＝
覇

そ
の
風
果
て

に
岩
木

嶺
み
ゆ



保健婦だより

あなたの習慣

大丈夫ですか

＝正しい入浴法＝

私
た
ち
旦

令
△
は
、
清
潔
好
き
で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
毎
日
入

浴
し
て
い
ま
す
。
寒
い
冬
口
は
お
濕
に
ゆ
つ
た
り
ひ
た
つ
て
温
ず

つ
た
い
と
尽
つ
の
は
皆
同
じ
で
し
よ
う
。

お

風

呂

の

効

用

入
浴
と
い
う
と
、
た
だ
身
体

を
清
潔
に
し
た
り
、
温
ま
る
だ

け
の
も
の
で
は
な
く
て
、
他
に

さ
ま
ざ
ま
な
作
用
が
あ
る
の
で

す
。①
肌
を
清
潔
に
す
る

②
お
湯
で
身
体
が
温
ま
り
、

血
の
め
ぐ
り
が
よ
く
な
る

③
筋
肉
や
関
節
が
や
わ
ら
ぎ

疲
れ
を
取
り
除
く

入
浴
は
、
温
熱
・
静
水
圧
・

浮
力
・
水
の
マ
サ
ツ
抵
抗
な
ど

の
物
理
的
作
用
が
体
に
影
響
し

ま
た
水
の
動
き
や
裸
に
な
る
と

い
っ
た
心
理
的
な
作
用
が
働
い

て
、
い
ろ
い
ろ
な
効
果
が
得
ら

れ
ま
す
。

温

熱

作

用

入
浴
温
度
は
好
み
に
よ
っ
て

違
い
ま
す
が
、
熱
め
の
風
呂
の

温
度
は
４２
℃
以
上
で
す
。
こ
の

温
度
で
す
と
、
ぶ
る
っ
と
ふ
る

え
て
鳥
肌
が
た
ち
ま
す
。
こ
れ

は
入
浴
初
期
に
交
感
神
経
が
緊

張
す
る
か
ら
で
す
。

こ
の
時
、
血
圧
は
ほ
ぼ
３０
－

５０
も
上
昇
し
ま
す
。
熱
い
湯
に

入
っ
て
事
故
を
起
こ
す
の
は
こ

の
時
で
す
。
二
分
ほ
ど
す
る
と

肌
は
紅
潮
し
て
血
圧
は
し
だ
い

に
下
が
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
熱

い
湯
に
入
る
と
脈
拍
は
倍
に
増

え
ま
す
。
そ
れ
だ
け
心
臓
に
負

担
が
か
か
り
ま
す
。

ぬ
る
め
の
お
湯
に
入
っ
た
場

合
は
、
血
圧
や
脈
拍
の
変
化
は

お
だ
や
か
で
す
。

冬
は
４０
℃
、
夏
は
３８
℃
が
好

ま
し
い
と
い
え
ま
す
。
ぬ
る
め

の
湯
に
入
れ
な
い
人
は
、
初
め

ぬ
る
い
湯
に
入
り
、
出
る
前
に

追
い
焚
き
を
し
て
、
肌
が
紅
潮

す
る
と
上
が
れ
ば
、
影
響
は
少

な
い
の
で
す
。

高
血
圧
、
心
臓
病
、
動
脈
硬

化
、
肺
疾
患
な
ど
が
あ
る
人
は

な
る
べ
く
ぬ
る
め
の
湯
に
入
る

こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
夜
ゆ
っ
く
り
休
み
た

い
と
き
は
ぬ
る
め
の
入
浴
で
、

朝
こ
れ
か
ら
す
っ
き
り
目
ざ
め

て
仕
事
に
つ
く
場
合
や
、
夜
業

す
る
に
は
、
熱
め
の
湯
に
さ
っ

と
入
る
の
か
よ
い
で
し
ょ
う
。

汗
が
流
れ
出
し
た
り
、
動
悸

が
す
る
ほ
ど
の
入
浴
は
度
が
過

ぎ
た
入
り
方
で
、
汗
が
蒸
発
し

た
り
肌
が
紅
潮
し
て
い
る
と
、

体
温
が
速
や
か
に
奮
わ
れ
て
湯

冷
め
し
ま
す
。

ぬ
る
い
湯
で
も
、
体
に
水
滴

を
残
さ
な
け
れ
ば
、
乾
い
た
バ

ス
タ
オ
ル
で
十
分
ふ
け
ば
湯
冷

め
は
し
ま
せ
ん
。

静

水

圧

作

用

身
体
を
お
風
呂
に
浸
す
と
、

水
面
か
ら
の
深
さ
に
比
例
し
て

体
に
水
の
圧
力

が
加
わ
り
ま

す
。
こ
の
水
圧
は
深
い
ほ
ど
、

そ
の
部
分
の
圧
力
は
強
く
な
り

ま
す
。
入
浴
で
首
ま
で
ど
っ
ぷ

り
浸
り
ま
す
と
、
足
の
周
り
で

約
１
．
５
ｍ
腹
囲
で
３
～
５
ｍ
、
胸

囲
で
１
～
２
四
も
縮
み
ま
す
。

腹
囲
で
３
～
５
四
も
縮
む
の

で
、
横
隔
膜
は
上
に
押
し
上
げ

ら
れ
、
肺
の
容
量
は
少
な
く
な

り
、
空
気
の
量
が
減
る
の
で
、

こ
れ
を
補
う
た
め
呼
吸
数
は
増

え
ま
す
。
ま
た
、
内
臓
が
圧
迫

さ
れ
る
の
で
、
血
液
や
リ
ン
パ

液
が
一
斉
に
心
臓
に
房
さ
れ
、

心
臓
の
働
き
が
活
発
に
な
り
ま

す
。こ
の
よ
う
に
首
ま
で
ど
っ
ぷ

り
浸
る
と
、
呼
吸
や
心
臓
の
働

き
が
活
発
に
な
り
ま
す
か
ら
胸

の
圧
迫
感
や
、
動
悸
が
し
た
り



呼
吸
が
少
し
あ
ら
く
な
る
の
で

す
。温
熱
作
用
で
は
、
末
梢
血
管

が
拡
張
し
て
血
圧
を
下
げ
る
よ

う
に
な
る
の
で
す
が
、
こ
の
静

水
作
用
は
機
械
的
な
圧
力
で
血

圧
の
著
し
い
低
下
を
防
い
で
い

ま
す
。
熱
が
血
管
を
拡
張
し
な
が
ら

も
、
水
圧
で
血
管
を
圧
迫
し
て

い
る
入
浴
は
、
熱
い
湯
で
あ
る

ほ
ど
、
す
ぐ
浴
そ
う
か
ら
出
る

と
血
圧
の
調
整
が
乱
れ
て
脳
貧

血
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
急
に
水
圧
が
解
け
て
、
血

液
が
皮
フ
表
面
に
流
れ
出
し
て

起
こ
る
現
象
で
す
。

し
た
が
っ
て
心
臓
病
、
肺
疾

患
、
高
血
圧
、
老
人
は
な
る
べ

く
静
水
圧
の
影
響
を
少
な
く
す

る
た
め
に
、
胸
壁
を
水
面
に
近

づ
け
て
入
る
姿
勢
が
よ
い
わ
け

で
す
。
西
洋
式
の
浴
そ
う
か
、

浮
力
を
利
用
し
て
、
浴
そ
う
の

ふ
ち
を
枕
に
し
浮
い
た
姿
勢
で

の
入
浴
が
す
す
め
ら
れ
ま
す
。

浮

に刀

作

用

水
中
に
体
を
浸
す
と
、
体
重

は
約

上
９
に
な
り
ま
す
。
体
重

が
軽
く
な
る
の
で
浴
そ
う
中
で

は
運
動

が
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
一
般
家
庭
で
の
小
さ
な
浴

そ
う
で
は
、
浮
力
を
利
用
し
て

の
運
動
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
銭

湯
や
温
泉
な
ど
大
き
な
浴
そ
う

で
は
十
分
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
手
、
足
、
指
を

浴
そ
う
の
中
で
す
ば
や
く
動
か

す
と
、
水
の
マ
サ
ツ
抵
抗
が
加

わ
っ
て
筋
力
を
増
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
浴
中
ス
ト
レ
ノ
チ
体

操
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

入
沿
は
、
熱
の
あ
る
と
き
、

カ
ゼ
の
ひ
き
始
め
、
食
後
す
ぐ

や
、
飲
酒
後
、
酔
い
の
残
っ
て

い
る
時
は
禁
物
で
す
。

寒
い
時
、
体
が
冷
え
て
い
る

時
は
、
浴
室
を
ゆ
げ
で
暖
め
て

か
ら
入
り
ま
す
。
脱
衣
所
と
浴

室
の
温
度
差
も
少
な
く
す
る
こ

と
で
す
。
そ
し
て
十
分
か
か
り

湯
を
し
て
か
ら
ゆ
っ
く
り
浸
り

ま
す
。
毎
日
石
ケ
ン
で
全
身
を
ご
し

ご
し
洗
う
の
も
よ
く
あ
り
ま
せ

ん
。
一
週

匸

二
回
で
十
分
で

す
。

４日沐）
８日（月）
１６日（火） 健康相談日
２２日（月）
場所 役場健康相談室
受付時間 午前９時～１２時
１６日㈹ 食生活養成講座閉

講式
場所 役場センター和室
時間 午前１０時～午後３時
１８日沐） 妊婦検診
場所 役場センター和室
時間 午後１２時３０分
１８日（金） 古佐井ふれあい講

習会
場所 古佐井農業研修セン

ター
時間 午前１０時
２４日（水） 老人健康教室
場所 古佐井農業研修セン

ター
時間 午後１時
２５日沐） 乳児相談、離乳食

調理実習
対象 平成元年５～９月生
時間 午前１０時～１２時
場所 役場センター和室

健
康
的
な
自
然
飲
料

「
日
本
茶
を
飲
ん
で
胃
が
ん
を
瞎

ご
う
」－

と
い
っ
て
も
、
決
し
て

オ
ー
バ
ー
な
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
一
の
茶
の
産
地
、
静
岡
県
の
女

井
川
流
域
は
、
胃
が
ん
に
よ
る
死
亡

が
全
国
平
均
に
比
べ
て
非
常
に
少
な

い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
茶
に
制
が
ん
作
用
の
あ
る
物
質

が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
茶
は
健
康
的

な
自
然
飲
料
な
の
で
す
が
、
そ
の
効

能
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で

は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
日
本
茶
に
含
ま
れ
る

成
分
に
は
次
の
よ
う
な
効
能
が
あ
り

ま
す
。

そ

の

効

能

は

さ

ま

ざ

ま

カ
フ
ェ
イ
ン
ー

眠
い
と
き
や
酒
を

飲
ん
だ
後
に
茶
を
飲
む
と
、
気
分

が
ス
ッ
キ
リ
す
る
の
は
、
カ
フ
ェ

イ
ン
に
よ
る
覚
せ
い
作
用
や
利
尿

作
用
に
よ
る
も
の
で
す
。

ｙ
－

ア
ミ
ノ
酪
酸
－

血
圧
を
下
げ

る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
と
く
に
茶

の
製
造
過
程
で
ｙ
ｌ
ア
ミ
ノ
酪
酸

の
含
有
量
を
増
や
し
て
っ
く
る
ギ

ヤ
バ
ロ
ン
茶
は
、
高
血
圧
に
悩
む

人
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

フ
ラ
ノ
ボ
イ
ド
ー

ロ
臭
を
防
ぐ
作

可

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
チ
ュ
ー
イ

ン
ガ
ム
や
飲
料
な
ど
に
使
わ
れ
る

成
分
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
血
栓
形

成
抑
制
や
白
内
障
抑
制
、
が
ん
細

胞
増
殖
抑
制
な
ど
の
効
能
が
あ
り

ま
す
。

カ
テ
キ
ン
ー

虫
歯
の
主
要
原
因
で

あ
る
ミ
ュ
ー
タ
ン
ト
菌
の
増
殖
を

防
ぐ
作
用
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
制
が
ん
性
、
消
臭
性
な
ど
の

働
き
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
日
本
茶
に
は
、
虫
歯
を
予

防
す
る
フ
ッ
素
、
痰
を
取
り
除
く
作

用
の
あ
る
サ
ポ
ユ
ン
や
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
バ
ラ
ン
ス
を
調
節
し
た
り
、

動
脈
硬
化
を
予
防
し
た
り
す
る
ビ
タ

ミ
ン
Ｅ
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。



⑤
⑨
①
③

⑤

そ
の
気
に
な
れ
ば
や
せ
ら
れ
る

正月が無事に

乗りこえられれば

あなたの減量作戦は

本物です．グ

暮
れ
か
ら
正
月
に
か
け
て
は
一
生
の
う
ち
で
も
最
も
太
り
や
す

い
時
期
で
す
。

年
が
お
け
る
と
、
い
っ
た
い
何
が
す
っ
こ
い
る
の
で
し
ょ
う
。

い
く
つ
か
あ
げ
て
み
俚
し
よ
う
。

①
お
モ
チ
や
古
節
料
理
が
よ
っ
て
い
る

②
何
か
と
、
ス
ナ
ッ

プ
食
品
や
甘
い
ド
リ
ン
ク
も
の
を
飲
心
こ

と
が
多
い

③
テ
レ
ビ
や
ト
フ
ン
プ
を
し
な
が
ら
、
タ
ラ
タ
ラ
食
い
を
し
や

す
い

④
お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
い

⑤
食
生
活
が
乱
れ
て
、
夜
お
そ
く
食
べ
る
こ
と
が
あ
る

⑥
た
い
て
い
の
人
は
、
運
動
不
足
こ
は
る

譱

お

供

え

モ

チ

の

よ

う

な

体

に

な

り

や

す

い

お
モ
チ
に
つ
い
て
、
だ
い
た

い
一
切
れ
が
五
五
ｑ
前
後
で
、

一
個
一
三
〇
ご
昭
く
ら
い
と
み

て
よ
い
で
し
ょ
う
。

中
ぐ
ら
い
の
茶
わ
ん
に
軽
く

も
っ
た
Ｉ
杯
の
ご
は
ん
が
約
一

六
〇
ご
昆
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ

具
が
入
っ
た
お
ぞ
う
煮
に
な
る

と
、
一
杯
で
二
二
〇
～
二
四
〇

ご
昆
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
オ
モ
チ
が
二
個
入
れ
ば
、

た
っ
た
一
杯
で
三
五
〇
～
四
〇

〇
ご
昆
近
く
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
う
っ
か
り
す

る
と
、
お
ぞ
う
煮
一
杯
で
、
ふ

だ
ん
の
ご
は
ん
一
杯
の
三
倍
く

ら
い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
上
、
い
ろ
い
ろ
お
節
を

つ
つ
い
た
り
、
さ
ら
に
、
お
や

つ
が
わ
り
に
オ
モ
チ
を
や
い
て

食

べ
た
り
し
て
い
る
と
、
あ
っ

と
い
う
間
に
八
〇
〇
～
千
い
昆

に
な
り
ま
す
。

お
正

月

が
減
量

中

の
人

に

と
っ
て
、

い
か
に
危
険
な
存
在

で
あ
る
か
が
、
よ
く
わ
か
っ
て

い
た
だ
け
る
と
思

い
ま
す
。

お
正
月
に
な
る
と
、
だ
れ
も

が
多
か
れ
少

な
か
れ
お
供
え
モ

チ

の
よ

う
な
形

に
な

る
Ｉ

と

い
っ
た
人
が
い
ま
す
が
、
せ
っ

か
く
二
～
三

ヵ
月
と
減
量
に
と

り

く

ん
で

き
た
人

に
と
っ
て

は
、
本
当
に
笑
っ
て
す
ま
さ
れ

る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

圜

ス

ナ

ッ

ク

食

品

か

ら

せ

ん

べ

い

、

カ

ス

テ

ラ

ま

で

一
個
分
の
カ
ロ
リ
ー

Λ
ド
ー
ナ
ツ
類
▽
１８０
～
２７０
ご
昆

Λ
（

ン
バ
ー
ガ
ー
類
▽
２９０
～
５３０

Λ
サ
ン
ド
イ

。
チ
類
▽
３５０
～
４７０

Λ
そ
の
他
▽

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
＝
５６０
ご
リ

フ
ラ
イ
ト
ポ
テ
ト
＝
２２０
い
昭

フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
セ
ッ
ト
＝

７３０
ご
昆

ざ
っ
と
、
ま
あ
、
こ
ん
な
も

の
で
す
。

次
に
、
お
正
月
に
な
る
と
、

ポ
リ
ポ
リ
、
ム
シ
ャ
ム
シ
ャ
日

本
的
な
も
の
と
し
て

お
せ
ん
べ
い
一
枚
を
十
個
食

べ
る
と
↓

３９０
い
昆

お
か
き
一
個
を
十
個
で
↓
１５０

ピ
ー
ナ
ツ
入
り
柿
の
種
ひ
と

つ
か
み
（
２５
９
）
↓

１３５
い
昆

カ
ス
テ
ラ
一
切
れ
↓

１９０
い
昭



よ
う
か
ん
一
切
れ
↓

１５０
い
昌

お
正
月
と
は
な
ん
と

干
不
ル

ギ
ー
の
多

い
日
々
で
し
ょ
う
。

こ
の
ほ
か
よ
く
食

べ
る
も
の

と
し
て
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
一
枚
＝
１４０
こ

いツ

ポ
と
フ
コ
ー
ン

ー
袋
＝
２２０

ご
い
ツ

チ
し
ス
ケ
ー
キ

ー
個
＝

２７０

シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
一
個
＝
２６０

ポ
リ
ポ
リ
、

グ
チ
ャ
グ
チ
ャ

や
っ
て

い
る
だ
け
で
、
た
ち
ま

ち
、
ご
は
ん
二
杯
、
三
杯
、
四

杯
分
く
ら
い
ペ
ロ
リ
と
平

ら
げ

て
し
ま
う
の
で
す
か
ら
、
本
当

に
コ
ワ
イ
と
思

い
ま
す
。

飲

み

も
の

の
方

は
ど
う

で

し
ょ
う
か

コ
圭
フ

ー
缶
（
２５０
ゼ

＝
９５

ご
昆
・
サ
イ
ダ
ー
一
缶
（
２５０

㎡
）

＝
９６
ご
い
ツ

天
然
果
汁
ジ
ュ
ー

ス

ー
缶
＝
１００
ご
い
ツ

コ
ー

ビ
ー

飲
料
一
缶
＝
１００
い
い
ツ

ス
ポ
ー

ツ
飲
料
一
缶
＝
６５
い
に

③

お

正

月

に

ど

れ

く

ら

い

太

る

か

？

一
日
の
活
動
に
よ
っ
て
消
費

さ
れ
る
干
不
ル
ギ
ー
以
上
の
量

を
囗
か
ら
食
べ
る
と
、
プ
ラ
ス

マ
イ
ナ
ス
し
て
余
っ
た
分
は
、

す

べ
て
体
脂
肪
と
し
て
蓄
積

さ

れ
ま
す
。
一
キ
ロ

グ
ラ
ム
の
体

脂
肪
を
つ
く
る
に
は
、
七
千
い

昭
の
余
剰

干
不
ル
ギ
ー
を
必
要

と
し
ま
す
。
一
日
に
つ
き
余
計

な
子
不
ル
ギ
ー
を
千
い
詰

ず
つ

と
っ
た
と
す
る
と
、
た
と
え
ば

七
日
間
で
七
千
ご
昆
（
千

ブ
昭

×
七
日
）
す
な
わ
ち
一
キ
ロ

グ

ラ
ム
太
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

い
く
ら
な
ん
で
も
毎
日
千
い
昆

も
オ
ー
バ
ー
な
ん
て
と
い
う
人

が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

実
際
に
は
暮
れ
と
正
月
の
十
日

や
二
週
間
く
ら
い
の
間
、
食
っ

ち

や

寝

、

食

っ

ち

や

寝

を

し

て

い

れ

ば

、

一

日

に

つ

き

千

ご

昭

オ

ー

バ

ー

す

る

こ

と

は

、

い

く

ら

で

も

あ

る

の

で

す

。

も

し

、

二

週

間

に

わ

た

っ

て

囗

に

よ

っ

て

凸

凹

は

あ

る

に

せ

よ

、

一

日

平

均

二

千

い

昌

ず

つ

余

計

に

と

っ

た

と

す

れ

ば

、

ど

う

で

し

ょ

う

。

２「
呂

Ｏ
ｋｃ
ａ
ｌ×

１
４
皿

＝

ド

舌

Ｏ
ｋｃ
ａ
ｌ

２
。舌

っ
可

巴
×

∃

Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｋｃ
ａ
ｌ
＝

４
ｋｇ

と

い

う

わ

け

で

、

わ

ず

か

半

月

ぐ

ら

い

の

う

ち

に

四

キ

ロ

グ

ラ

ム

は

ふ

え

て

し

ま

い

ま

す

。

念

の

た

め

ア

ル

コ

ー

ル

類

の

干

不

ル

ギ

ー

量

を

掲

げ

て

お

き

ま
す
。
（
表
土

④

矛

盾

の

産

物
‐
肥

満

ご

先

祖

様

に

思

い

を

は

せ

て

ア
ル
コ
ー
ル
、
お
も
ち
は
も

と
よ
り
、
ぜ
ん
ざ
い
、
し
る
こ

せ
ん
べ
い
、
お
か
き
Ｉ
な
ど
は

い
ず
れ
も
、
ほ
と
ん
ど
糖
質
ば

か
り
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
生
ま

れ
た
フ
ァ
ー
ス
ト

ブ
ー
ス
（
フ

ラ
イ

ド
チ
キ
ン
、
（

ン

バ
ー

ガ
ー
な
ど
の
ス
ナ
ッ
ク
食
品
）

や
ド
リ
ン
ク
の
た
ぐ
い
は
、
い

ず
れ
も
今
日
の
肥
満
と
心
臓
病

天
国
の
ア
メ
リ
カ
を
作
り
あ
げ

た
元
凶
と
も
い
う
べ
き
も
の
。

そ
れ
と
比
べ
て
、
お
ぞ
う
に

や
お
節
、
七
草
が
ゆ
な
ど
は
、

貧
し
い
食
生
活
の
中
で
、
私
た

ち
の
祖
先
が
っ
く
り
あ
げ
た
、

貴
重
な
バ
ラ
ン
ス
食
と
い
え
ま

年
の
は
じ
め
に
当
た
っ
て
、

し
ば
し
目
を
私
た
ち
の
ご
先
祖

様
た
ち
に
向
け
、
こ
ん
な
に
も

豊
か
に
な
っ
た
食
環
境
の
中
で

ど
の
よ
う
に
し
て
健
康
を
守
っ

て
い
っ
た
ら
よ
い
か
に
つ
い
て

じ
っ
く
り
考
え
て
み
た
い
も
の

で
す
。
こ
の
正
月
こ
そ
、
理
性
と
意

志
の
力
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
段

と
減
量
に
は
げ
も
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

・ ビ ー ル ビ ン（大 ）６３０ｍ＊？ ２５０Ｋｃａｌ

ク （中 ）５００ｍｉ？ ２００Ｋｃａｌ

々 （小 ）３３０㎡ １３０Ｋｃａｌ

か ん（普 ）３５０ｍ４？ １４０Ｋｃａｌ

・ ワ イ ン ワ イ ン グ ラ ス １ 杯６０㎡ ４５Ｋｃａｌ

・ 日 本 酒（一 級 ） １ 合 １８０ｍ≪ ２００Ｋｃａｌ

・ し ょう ち ゅ う（３５度 ）１合 １８０㎡ ３６０Ｋｃａｌ

・ ウイスキ引 １級）ウイスキーグラス１杯３０㎡ ７０Ｋｃａｌ

・ ブ ラ ンデ ー 同 同 ７０Ｋｃａｌ



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
村
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
頂
き
、
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
「
二
、
〇
〇
〇
日
」
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
二
、
五
〇
〇
日
の
新
た
な
目
標
に
向
か
っ
て
、
交
通
安
全

運
動
口
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
村
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
月
号
は
、
牛
毋
地
区
交
通
安
全
母
の
会
の
畜
田
さ
ん
た
ち
が
、

忙
し
い
合
間
を
め
っ
て
、
お
手
玉
を
憚
り
、
牛
毋
小
学
校
に
贈
っ

た
話
題
で
す
。
写
真
は
こ
の
お
手
玉
を
使
っ
て
、
牛
蠅
小
学
校
の

児
童
が
、
喜
ん
で
遊
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
寸
。

子
供
た
ち
か
ら
作
文
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
み
な
さ
ん
ご
紹
介

し
ま
す
。

佐
井
村
交
通
安
全
母
の
会

会

長

松

谷

三

枝

お
も
し
ろ
い
お
て
だ
ま

一
年

ひ
ろ
せ

か
な

わ
か
し
は
、
最
初
は
お
て
だ

ま
が
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、

や
っ
て
み
れ
ば
お
も
し
ろ
く

な
っ
て
、
手
も
早
く
な
る
し
、

お
も
し
ろ
い
よ
。

交
通
安
全
の
お
か
あ
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
。
わ
た
し
は
、
交

通
安
全
の
や
く
そ
く
に
気
を
つ

け
る
よ
。

お
て

だ
ま
あ
り
が
と
う

一
年

大
畑
き
ょ
う
へ
い

ぼ
く
は
今
、
お
て
だ
ま
を

や
っ
た
け
ど
、
う
ま
い
と
こ
ろ

も
あ
る
ん
だ
ぞ
。

牛
滝
の
交
通
安
全
の
お
ば
さ

ん
、
牛
滝
の
交
通
安
全
の
お
か

あ
さ
ん
が
た
、
あ
り
が
と
う
。

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
や
っ

た
よ
。
ぼ
く
の
（

Ｉ
ト
が
、
お

て
だ
ま
の
音
を
き
い
て
、
お

ど
っ
て
う
た
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

や

く

そ

く

す

る

よ

一
年

坂
井

ち
ゅ
き

う
ま
く
で
き
な
い
な
あ
。

う
ま
く
で
き
る
と
思
っ
た
の

に
。
や
っ
と
早
く
な
っ
た
ぞ
。

犬
み
た
い
に
早
く
な
っ
た
ぞ
。

こ
の
お
て
だ
ま
、
交
通
安
全

母
の
会
の
お
母
さ
ん
が
っ
く
っ

た
ん
だ
も
ん
。
交
通
安
全
気
を

つ
け
る
よ
。

あ
り
が
と
う
。
こ
の
お
て
だ

ま
、
も
っ
と
じ
ょ
う
ず
に
で
き

る
よ
う
に
な
る
ぞ
。
ほ
ん
と
う

に
や
く
そ
く
す
る
よ
。

鼎 澀

２，２５９
日

も
う
す
ぐ
一
年
生

今
年
の
春
、
小
学
校
へ
入
学

す
る
子
供
た
ち
に
、
佐
井
村
交

通
安
全
母
の
会
と
、
佐
井
駐
在

所
の
連
名
で
、
年
賀
状
を
出
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

車
に
気
を
つ
け
て
、
元
気
に

入
学
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

青

森

県

交

通

事

故

相

談

所

定
期
巡
回
相
談

所
開
設
日
程

一
月
十
八
日
困

に
μ

Ξ
ま

む
つ
市
市
民
相
談
室



し
よ
う
ず
に
な
っ
た
お
雫

一

二
年

竹
内

晋
司

お
手
玉
を
や
っ
て
、
だ
ん
だ

ん

お
も
し

ろ

く
な
っ

て
き

た

よ
。
で
も
、
初
め
は
み
ん
な
へ

夕
だ
っ
た
け
ど
、
一
日
た
っ
た

ら
ほ
と

ん
ど
の
人

が

う
ま
く

な
っ
て
、
ぼ
く
は
よ
か
っ
た
な

あ
と
思
い
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
や
っ
と
早
く
な
っ

て
、
機
械
み
た
い
に
早
く
な
っ

た
け
ど
、
落
と
し
た
り
し
て
い

る
か
ら
、
も
っ
と
練
習
す
る
ぞ
。

ぼ
く
だ
け
う
ま
く
な
っ
た
と

思
っ
た
ら
、
な
つ
子

さ
ん
が
ぼ

く
を
追
い
越
す
く
ら
い
う
ま
く

な
っ
た
よ
。
そ
れ
か
ら
あ
さ
子

さ
ん
や
き
ょ
う
へ
い
君
や
か
つ

の
り
君
が
う
ま
く
な
り
ま
し
た
。

お
手
玉

お
も
し
ろ
い
な
あ
、

交
通
安
全
の
お
か
あ
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
。

お

手

玉

あ

り

が

と

う

二
年

坂
井

麻
子

交
通
安
全
の
お
か
あ
さ
ん
か

ら
、
お
手
玉
も
ら
っ
た
よ
。

先
生
た
ち
が
や
っ
て
ぃ

る
の

を
見
て
い
る
と
、
と
て
も
か
ん

た
ん
で
、
お
も

し
ろ
そ
う
に
見

え

る

ん

だ

け

ど
、
や
っ
て
み

た
ら
、
田
ご
っ
た

よ
り
む
ず
か
し

か
っ
た
よ
。
だ

か

ら

私

は
、

い
っ
し
ょ
う
け

ん
め
い
練
習
し

た
よ
。
そ
し
た

ら
、
私
の
心
も

い
っ
し
ょ
う
け

ん
め
い
応
援
し

た
よ
う
だ
っ
た

よ
。
今
は
、
あ

ま
り
じ
ょ
う
ず
に
や
れ
な
い
け

ど
、
き
っ
と
い
つ
か
じ
ょ
う
ず

に
な
っ
て
み
せ
る
よ
。

交
通
安
全
の
お
か
あ
さ
ん
た

ち
、
あ
り
が
と
う
。
私
の
心
も

お
礼
を
い
っ
て
る
よ
。

も

っ

と

練

習

す

る

よ

二
年

竹
内
美
香
子

な
か
な
か
う
ま
く
で
き
な
い

な
あ
。
な
ん
で
う
ま
く
で
き
な

い
ん
だ
ろ
う
。
お
手
玉
が
私
を

き
ら
い
だ
か
ら
、
う
ま
く
や
れ

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
。

せ
っ
か
く
家
で
練
習
を
し
て
き

た
の
に
、
私
か
ど
う
し
て
で
き

な
い
で
、
あ
さ
子
さ
ん
と
、
し

ん
じ
君
と
、
か
っ
の
り
君
が
で

き
る
の
い
い
な
あ
。
私
も
、
も
っ

と
も
っ
と
練
習
を
し
て
み
た
い

な
あ
。
交
通
安
全
の
お
か
あ
さ
ん
た

ち
、
あ
り
が
と
う
。
一
学
級
の

み
ん
な
、
ヶ
ガ
を
し
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
る
か
ら
ね
。

い

の

ち

は

大

切

二
年

宮
指

克
徳

お
手
玉
っ
て
お
も
し
ろ
い
な

あ
。
だ
っ
て
シ
ャ
カ

シ
ャ
カ

な
っ
た
り
し
て
、
な
ん
だ
か
手

が
自
由
に
動
い
て
魔
法
み
た
い

に

動

い
て
、

な

ん
だ
か
手

が

走
っ
て
い
る
み
た
い
。

ぼ
く
は

お
手
玉
を
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め

い
や
っ
て
、
先
生
み
た
い
に
早

く
な
っ
て
、
世
界

▽
つ
ま
く
な

り

た

い
な

あ
。

な
ん

か
お
手

玉
っ
て

生

き
て

る
よ

う
だ

な

あ
。
ぼ
く
も
早
く
な
っ
て
、
み
ん

な
を
び
っ
く
り
さ
せ
た
い
な
あ
。

交
通
安
全
の
お
か
あ
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
。
ぼ
く
は
今
度
か

ら
は
、
右
左
を
見
て
道
路
を
渡

る
よ
。
い
の
ち
は
大
切
な
ん
だ

な
あ
。
」
級

に

な

っ

た

よ

二
年

中
西

伸
吾

お
手
玉
の
級
、
一
級
。
ぼ
く

は
や
っ
と
い
っ
た
け
ど
、
し
ん

じ
君

は
二
級
に
い
っ
て
い
い
な

あ
。
上
に
あ
げ
て
つ
か
む
と
、

ガ

チ
ャ
ッ

と

な
っ

て

「
お

も

ち
ゃ
の
チ

ャ
チ
ャ
チ
ャ
」
み
た

い
で
お
も
し
ろ
い
な
あ
。

先

生

が

や

る
と
、
二

級

に

い
っ
た
し
ん
じ
君
よ
り
も
早
く

て
、
ま
る
で
機
械
が
や
っ
て
る

よ
う
だ
な
あ
。

お
手
玉
を
作
っ
て
く
れ
た
お

か
あ
さ
ん
た
ち
、
ほ
ん
と
う
に

あ
り
が
と
う
。

静

か

な

村

に

二
年

船
越
奈
津
子

う
ま
く
な
っ
た
ぞ
う
。
交
通

安
全
の
お
か
あ
さ
ん
が
、
い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
作
っ
て
く
れ

た
、
大
事
な
お
手
玉
。
一
学
級

の
み
ん
な
は
、
喜
こ
ん
で
る
よ
。

み
ん
な
の
（

Ｉ
ト
が
、
歌
っ
て

い
る
よ
。

交
通
安
全
の
お
か
あ
さ
ん
た

ち
、
交
通
事
故
が
な
い
よ
う
に

私
た
ち
も
気
を
つ
け
る
よ
。

お
手
玉
を
作
っ
て
く
れ
た
お

か
あ
さ
ん
、
ほ
ん
と
う
に
あ
り

が
と
う
。
み
ん
な
で
気
を
つ
け

て
、
事
故
の
な
い
静
か
な
村
に

し
た
い
ね
。

気

を

つ

け

る

よ

二
年

竹
内
由
香
理

お
手
玉
が
早
く
な
っ
た
ん
だ

よ
。
し
ん
じ
君
よ
り
遅
い
け
ど

じ
ょ
う
ず
な
ん
だ
よ
。

初
め
は
で
き
な
か
っ
た
け

ど
、
い
っ
ぱ
い
練
習
し
た
か
ら
、

早
く
な
っ
た
ん
だ
よ
。
み
か
子

さ
ん
よ
り
じ
ょ
う
ず
な
ん
だ
よ
。

交
通
安
全
の
お
か
あ
さ
ん
た

ち
、
お
手
玉
に
書
い
て
あ
る
の

を
読
ん
だ
よ
。
気
を
つ
け
る
よ
。

事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
す
る

よ
。
あ
り
か
と
つゝ
。



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

ｆＳ・０１７７－２３－２３７９

所得税の確定申告は

正しく・お早めに
平
成
元
年
度
分
の
所
得
税
の

確
定
申
告
は
、
二
月
十
六
日
か

ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、

税
務
署
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の

で
、
申
告
は
早
目
に
お
済
ま
せ

く
だ
さ
い
。

期
限
ま
で
に
申
告
を
し
な

か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申
告
を
し

ま
す
と
、
不
足
の
税
金
だ
け
で

な
く
、
加
算
税
や
延
滞
税
も
納

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
所
得
の
状
況
を
最
も

よ
く
知
っ
て
い
る
の
は
、
納
税

者
の
み
な
さ
ん
ご
自
身
で
す
。

期
限
内
に
正
し
い
申
告
と
納

税
を
し
ま
し
ょ
う
。

サラリーマンの

確 定 申 告
大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

は
、
年
末
調
整
に
よ
っ
て
一
年

間
の
所
得
税
の
納
税
は
完
了
し

ま
す
が
、
給
与
や
退
職
所
得
以

外
の
所
得
金
額
が
二
十
万
円
を

超
え
る
人
や
、
給
与
を
二
ヶ
所

以
上
か
ら
も
ら
っ
て
い
る
人
な

ど
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
多
額
の
医
療
費
を
支

払
っ
た
人
や
災
害
に
あ
っ
た
人

な
ど
は
、
確
定
申
告
を
す
る
と

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還

付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

年

金

の

支

払

通

知

書
に

シ

ー
ル

が

貼

ら

れ

て

き

ま

す

こ
れ
ま
で
、
年
金
受
給
者
か

ら
（
年
金
の
支
払
通
知
書

ス

ガ
キ
）
の
金
額
を
他
人
に
見
ら

れ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」

と
の
要
望
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
そ
の
要
望
に
応

え
る
た
め
、
支
払
通
知
書
等
の

金
額
欄
を
シ
ー
ル
で
覆
い
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
を
図
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
シ
ー
ル
は
、
簡
単
に
剥

が
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
一
度
剥
が
す
と
再
び
接
着

で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。年
金
受
給
者
は
全
国
で
約
二

千
万
人
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち

遺
族
年
金
や
障
害
年
金
を
受
け

て
い
る
人
か
ら
順
次
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
平
成
二
年

・｜

月

３ １

１ヨ は

国 民 健 康 保 険 税 （４ 期 ）

の 納 期 限 で す

＝納期内納付にご協力ください＝

⑩ ⑩ ⑩

確定申告書の提出は

４
８
２
Ｓ
，・
Ｃ

個人事業者で、昭和６２年

中の課税売上高が３，０００万

円を超える方及び課税事業

者選択届出書 を提出された

方は、平成２年１月１日か

ら４月２日までに平成元年

度分の「消費税確定申告書」

を提出し、その消費税額を

納付しなければなりません。

詳しくは、お気軽に最寄

りの税務相談室 または税務

署にお尋 ねください。

シール奔而



二
月
支
払
分
か
ら
は
厚
生
年
金

船
員
保
険
及
び
国
民
年
金
の
す

べ
て
の
年
金
受
給
者
に
つ
い
て

シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
年
一
回
の
公
的
年
金

等
の
源
泉
徴
収
票
、
未
支
給
請

求
書
や
改
定
通
知
書
も
同
様
の

措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

二

十

歳

に

な

っ

た

ら

国

民

年

金

に

加

入

し

ま

し

ょ

う

若
い
み
な
さ
ん
は
、
「
今
か

ら
老
後
の
こ
と
を
考
え
て
も
仕

方
な
い
さ
」
と
か
「
今
が
楽
し

け
れ
ば
い
い
」
な
ど
と
思
っ
て

い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
確
か

に
そ
れ
も
ひ
と
っ
の
考
え
方
で

す
。
が
、
世
界
で
も
っ
と
も
長

生
き
で
き
る
日
本
で
「
老
後
」

を
い
か
に
充
実
し
て
送
る
か
と

い
う
こ
と
が
、
長
い
人
生
を
考

え
る
と
き
、
最
大
の
関
心
事
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
み
な
さ

ん
も
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
。

不
安
の
な
い
、
安
定
し
た
生

活
を
送
れ
る
か
ど
う
か
。
そ
ん

な
老
後
の
生
活
の
安
定
を
保
障

し
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え

て
く
れ
る
の
が
、
公
的
年
金
制

度
で
あ
る
国
民
年
金
制
度
な
の

で
す
。
国
民
年
金
は
、
す
べ
て
の
国

民
が
共
通
に
も
ら
う
こ
と
の
で

き
る
年
金
で
す
。
そ
し
て
原
則

と
し
て
二
十
歳
に
な
っ
た
ら
、

誰
で
も
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
加
入
し
て
い
る
期
間
が
長

け
れ
ば
長
い
ほ
ど
多
く
の
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。二
十
歳
に
な
っ
た
今
が
、
老

後
へ
の
第
一
歩
で
す
。

国 民 年 金 の 納 付 組 織 に

加 入 し ま し ょ う

サラリーマンの厚生年金保

険料や、公務員の共済組合掛

金は、給与から天引きされる

ので安心ですが、自営業者な

どの国民年金保険料は自主納

付のため、ともすれば納め忘

れも考えられます。

そこで、納め忘れを防ぎひ

とりひとりが納めに行く手間

を省くために、地域の人達が

結集したのが「国民年金保険

料納付組織」です。

この納付組織は○○納税貯

蓄組合や○○婦人部などの名

称で、係の人が個々の事情に

合わせて集金をしてくれるな

ど、何かと便利です。

あなたも、国民年金の納付

組織に加入して、保険料を完

納しましょう。

北
風
の
吹
く
深
夜
、
家
路
を
急

ぐ
少
年
た
ち
に
会
い
ま
し
た
。

「
い
ま
寒
稽
古
の
帰
り
で
す
」

「
そ
う
、
剣
道
？

柔
道
？
」

「
い
い
え
、
学
習
塾
で
す
」

な
る
ほ
ど
、
寒
中
は
受
験
勉
強

の
追
い
込
み
の
時
期
な
の
で
す
。

大
寒
は
、
二
十
四
節
気
の

｛

つ
で
、
新
暦
で
は

｝
月
二

十
日
ご
ろ
で
す
。
小
寒
が
一

月
六
日

ご
ろ
で
、
こ
の
日
か

ら
大
寒
を
経
て
節
分
ま
で
の

約
三
十
日
間
か
、
い
わ
ゆ
る

寒
中
で
、
｛

年
中
で
最
も
寒

い
時
期
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
期
間
に
武
術
や
芸
事
の
練

習
を
す
る
と
上
達
す
る
と
さ
れ
、

寒
稽
古
を
す
る
風
習
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
修
業
や
祈
願
の
た
め
に
冷

水
を
浴
び
る
「
寒
垢
離
」
、
裸
や
は

だ
し
、
白
衣
な
ど
で
神
仏
に
参
る

「
寒
参
り
」
も
あ
り
ま
す
。

寒
は
酒
の
仕
込
み
、
そ
う
め
ん

作
り
な
ど
の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
、

ま
た
、
寒
鰤
な
ど
海
の
幸
の
お
い

し
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

寒
中
に
対
し
て
夏
は
暑
中
で
す
。

夏
は
、
暑
中
見
舞
い
の
は
が
き

を
出
し
ま
す
が
、
冬
の
寒
中
見
舞

い
は
あ
ま
り
出
し
ま
せ
ん
。

年
賀
状
の
直
後
だ
か
ら
で
し

ょ
う
。
で
も
、
年
賀
状
の
代

わ
り
に
、
寒
中
見
舞
い
を
出

す
人
も
い
ま
す
。
年
末
の
多

忙
な
時
に
年
賀
状
を
書
く
よ

り
、
正
月
休
み
に
心
を
込
め

て
書
き
た
い
し
、
遅
れ
て
着

い
た
ほ
う
が
目
立
つ
と
い
う
こ
と

も
あ
る
よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
寒
中
は
、
心
臓
疾
患

や
脳
内
出
血
の
多
い
季
節
。
突
然

の
発
作
や
事
故
の
と
き
に
、
頼
り

に
な
る
の
は
｛

一
〇
番
で
す
ね
。

一
月
十
日
は

二

一
〇
番
の
日
｝

で
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
、
あ
わ

て
ず
に
一
一
〇
番
で
要
領
よ
く
連

絡
す
る
方
法
、
公
衆
電
話
か
ら
一

一
〇
番
に
か
け
る
方
法
な
ど
を
、

よ
く
知
っ
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。



照

明

器

具

心

手

入

れ

＝

十

分

な

明

る

さ

を

確

保

し

よ

う

り

外
気
の
冷
た
い
冬
は
、
と
り

わ
け
屋
内
に
い
る
時
間
か
長
く
、

そ
の
分
照
明
の
明
る
さ
が
気
に

な
り
ま
す
。

明

る
さ
が
不
足
す
る
と
、
視

神
経
が
疲
労
し
や
す
く
、
そ
の

た
め
肩
が
こ
っ
た
り
、
全
身
疲

労
の
原
因
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

で
す
か
ら
、
特
に
お
年
寄
り
の

い
る
部
屋
は
、
十
分
な
明
る
さ

を
確
保
し
た
い
も
の
で
す
。

照
明
器
具
を
取
り
付
け
た
と

き
は
、
明
る
く
て
気
分
の
い
い

も
の
で
す
が
、
そ
の
う
ち
掃
除

を
怠
る
と
、
ほ
こ
り
な
ど
が
た

ま
り
、
明
る
さ
は
一
年
間
で
三

割
近
く
も
落
ち
る
場
合
が

あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

ふ
だ
ん
は
、
は
た
き
を

か
け
た
り
電
気
掃
除
機
で

は
こ
り
を
は
ら
い
、
年
に

二
、
三
度
く
ら
い
は
本
格

的
に
掃
除
を
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

掃
除
を
す
る
と
き
は
、

必
ず
電
源
の
ス
イ
ッ
チ
を

切
る
の
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
。ガ
ラ
ス
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

か
さ
は
、
ぞ
う
き
ん
に
住
居
用

の
洗
剤
を
含
ま
せ
て
ふ
き
、
そ

の
後
、
水
ぶ
き
を
し
ま
す
。
こ

れ
だ
け
で
明
る
さ
は
ぐ
ん
と
増

し
ま
す
。
ガ
ラ
ス
の
場
合
は
、

ガ
ラ
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
を
使
う
方

法
も
あ
り
ま
す
。

紙
や
布
製
の
か
さ
の
場
合

は
、
水
ぶ
き
は
禁
物
で
す
。
柔

ら
か
め
の
乾
い
た
布
で
ふ
き
、

ほ
こ
り
を
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

一
緒
に
、
電
球
や
蛍
光
灯
、

コ
ー
ド
の
掃
除
も
忘
れ
ず
や
っ

て
お
く
よ
う
に
す
る
と
い
い
で

す
ね
。
ス
タ
ン
ド
の
場
合
は
、
か
さ

の
内
側
に
、
台
所
で
使
う
ア
ル

ミ
箔
を
は
る
と
、
反
射
の
光
が

増
し
て
、
思
わ
ぬ
明
る
さ
に
な

り
ま
す
。
一
度
試
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

夜
中
に
電
気
の
ス
イ
ッ
チ
を

探
し
、
ま
ご
つ
い
た
経
験
は
ど

な
た
に
も
あ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
蛍
光
テ
ー
プ
を
ス
イ
ッ
チ

に
は
っ
て
お
く
と
、
暗
や
み
で

も
一
目
で
分
か
り
ま
す
。

ためらわず

こんなときにも

Ｓ・・どろぽうなどの被害にあつたら

Ｓ・・たおれている人がいたら

Ｓ・・交通事故があつたら

町 んかを見たら

Ｍ ヨし舫 がきて困ったら

なにがあったのか

まず話してくだ扣

係員がおたずねしますので、

落ちついてお答えください。

Ｕ馴 竡 が 指 Ｕ（Ｑ）回
』
９？

一 大 間 警 察 署 －

満１歳になります

大 沼 和 也４

（和雄・ひとみ）

古佐井

戸籍の窓口
１２月１１日現在

○ お 誕 生 お の で と う

高 久 優 介（建 造）川 目

竹 本 大 介（ 司 ）古佐井

東 出 祐太郎（博 良）古佐井

布 施 犬 地（一 哉）大佐井

○ ご 結 婚 お め で と う

（ 細 間 祥 夫 （長 後）

最 上 優 子 （今 別 町）

（ 佐 藤 清 隆（吹 田 市）

石 戸 仁 美 （古 佐 井）

（ 河 津 宗 範 （南小国町）

高 木 幸 江 （：大 佐 井）

（ 畠 中 清 孝 （大 佐 井）

山 田 紳 子 （大 佐 井）

○ お く や み 申 し 上 げ ま す

奈 良 き さ（坂健 次郎）古佐井

岡 本 ち せ（：丈 雄）大佐井

中 村 と よ（民 雄）古佐井

倉 谷 タ ヨ（哲 夫）大佐井

１１月３０日 現在人口（前月比）

男 １，８７６ （ づ １）

女 １，９１９ （ －１３）

計 ３，７９５ （ －２４）

世帯数 １，１１７ （ 一巳）
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